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富
士
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救
助
隊
は
、
登
山
者
等
に
よ
る
遭
難
の
未
然
防
止
及
び
遭
難
者
の
捜
索
・
救
助

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
＿

富
士
市
山
岳
救
助
隊
規
約
第
2
条
＿

　

　

平
成
21
年
中
に
静

岡
県
で
発
生
し
た
山

岳
遭
難
事
故
の
発
生

件
数
・
事
故
者
数
は
、

と
も
に
統
計
の
残
る

昭
和
48
年
以
降
最
多

を
記
録
。

　

3
月
に
は
、
毛
無

山
（
富
士
宮
市
）
で

学
生
グ
ル
ー
プ
40
人

が
道
に
迷
っ
て
遭
難

す
る
事
故
が
発
生
し

た
。

平成21年（2009.1.1～12.31
）

静岡県山岳遭難事故内訳

死死亡亡　
1122人人

重重傷傷
1122人人

軽傷軽傷
2233人人

発生件数
82件
総数
147人

死亡　
12人

行方不明
 　　 5人

重傷
12人

軽傷
23人

無事救出無事救出
 　 9　 955人人
無事救出
 　 95人

静岡県山岳遭難事故発生状静岡県山岳遭難事故発生状況
報告書況報告書
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岳
救
助
隊
員
は
、
自
営
業
・
会
社
勤
務

な
ど
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
遭
難
の
未

然
防
止
や
遭
難
者
の
捜
索
・
救
助
活
動
に
当

た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
　

愛
鷹
連
山
を
は
じ
め
と
し
、
富
士
山
の
懐

に
点
在
す
る
市
内
の
山
々
で
遭
難
事
故
が
発

生
し
た
場
合
、
富
士
警
察
署
山
岳
救
助
隊
や

富
士
市
消
防
本
部
救
助
隊
と
と
も
に
救
助
活

動
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
遭
難
者
の
救

出
・
救
護
だ
け
で
な
く
、
登
山
の
安
全
に
関

す
る
啓
発
活
動
や
登
山
ル
ー
ト
の
点
検
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
静
岡
県
山
岳
遭
難
防
止
対
策
協

議
会
富
士
支
部
の
組
織
と
し
て
、
消
防
本
部

警
防
課
に
事
務
局
が
あ
り
ま
す
。

山
を
愛
す
る

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

結
成

隊
員

ー
き
っ
か
け
は
、
愛
鷹
連
山
で
の
相
次
ぐ
遭

難
・
事
故
ー

戦
後
社
会
が
落
ち
着
く
と
と
も
に
盛
ん
に

な
っ
た
登
山
。
険
し
い
山
容
を
持
つ
愛
鷹
山

系
の
山
々
や
須
津
川
上
流
部
の
岩
場
へ
も
多

く
の
登
山
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
岩
場

か
ら
の
転
落
や
滑
落
事
故
が
多
発
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
31
〜
34
年
の
4
年
間

に
は
10
人
が
転
落
・
滑
落
し
、
う
ち
4
人
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。

当
時
、
救
助
を
求
め
る
人
々
は
登
山
口
に

あ
る
商
店
に
駆
け
込
み
ま
し
た
が
、
遭
難
や

事
故
の
急
増
に
よ
り
、
次
第
に
商
店
や
関
係

者
で
は
対
処
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
昭
和
35
年
、
旧
吉
原
市
役
所
、
旧
吉
原
警

察
署
、
市
内
の
山
岳
団
体
が
協
議
し
、
当
時

の
吉
原
山
岳
会
会
長
を
隊
長
と
し
て
、
吉
原

山
岳
救
助
隊
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が

現
在
の
富
士
市
山
岳
救
助
隊
の
母
体
で
す
。

そ
の
後
、
救
助
隊
の
地
道
な
活
動
に
よ
り
、

市
内
で
の
遭
難
事
故
は
大
幅
に
減
少
し
、
近

年
の
救
助
の
内
容
は
、
道
迷
い
に
よ
る
保
護

要
請
に
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
こ

2
年
間
は
救
助
要

請
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
日
ご

ろ
か
ら
山
を
愛
し

守
る
富
士
市
山
岳

救
助
隊
の
た
ゆ
み

な
い
努
力
が
あ
る

か
ら
な
の
で
す
。
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登
山
者
の
安
全
を
守

る
た
め

愛鷹連山
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●

●

危 危険箇所
愛鷹連山は、豊かな緑があふれ、野鳥が群がる自然の宝庫です
●環境保全、植生保護のため決められたルートを歩きましょう
●「落石」などの危険物に注意しましょう
●なれた指導者とともに登山しましょう

須津山休養林須津山休養林
キャンプ場キャンプ場
須津山休養林
キャンプ場

山
岳
遭
難
事
故
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
う
ほ

か
、
事
故
防
止
の
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
山
に
入

り
、
危
険
箇
所
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
す
。
愛

鷹
連
山
だ
け
で
な
く
、
富
士
山
や
、
野
田
山
・

岩
本
山
な
ど
の
遊
歩
道
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
確
認
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
本
部
が
行
っ
て
い
る
普
通
救
命

講
習
に
参
加
し
、
救
助
活
動
に
は
欠
か
せ
な
い

応
急
手
当
や
救
命
処
置
の
知
識
取
得
に
努
め
て

い
ま
す
。
　

愛
鷹
連
山
な
ど
で
の
遭
難
事
故
を
想
定
し
た

訓
練
を
富
士
警
察
署
山
岳
救
助
隊
・
富
士
市
消

防
本
部
救
助
隊
と
合
同
で
実
施
。
遭
難
者
の
捜

索
・
救
出
活
動
が
迅
速
・
的
確
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
の
実
践
訓
練
を
年

に
2
回
行
っ
て
い
ま
す
。

遭
難
事
故
発
生
時
、
直

ち
に
捜
索
や
救
助
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か

ら
登
山
ル
ー
ト
の
点
検
、
指
導
標
識
な
ど
の
整

備
や
危
険
箇
所
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
が
隔
年

で
実
施
し
て
い
る
ネ
イ
チ

ャ
ー
ウ
オ
ー
ク
や
富
士
山

登
頂
な
ど
に
同
行
し
、
参

加
者
の
安
全
な
登
山
の
手

助
け
を
し
て
い
ま
す
。

自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
入
山
者
に
ご

み
の
持
ち
帰
り
な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
富
士
山
富
士
宮
登
山
口
で

「
富
士
山
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施
。
登
山
者
の
装

備
品
の
確
認
や
、
救
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

須
津
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
倉
庫
に
救
助
活
動

に
必
要
な
資
機
材
を
置
い

て
あ
り
ま
す
。
救
助
要
請

が
入
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に

救
助
体
制
が
整
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
定
期
的
に
装
備

の
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

救
助
だ
け
じ
ゃ
な
い

安
全
を
守
る
日
常
活
動

山
岳
救
助
訓
練

登
山
ル
ー
ト
の
点
検
・
整
備

富士警察署長

山岳救助隊長　　隊員　　　　　　　顧問医師

富士市消防本部
　　　　警防課

（時間外は情報指令課）

110 119

遭難者

助けて

富士市山岳救助隊緊急連絡系統図

1 1

登
山
道
徳
の
啓
発

結
成
の
き
っ
か
け
と
な
る
事
故
が
多
発
し

た
愛
鷹
連
山
は
、
富
士
市
山
岳
救
助
隊
の

活
動
拠
点
。
沼
津
市
、
裾
野
市
と
協
力
し

て
、
崩
落
な
ど
危
険
な
場
所
が
多
い
こ
の

山
の
状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

昨年11月に行った訓
練の様子。救助のた
めの自己確保の仕方、
救護者の安全な搬送
の方法など、実践さ
ながらに行いました。

富
士
登
山
支
援
活
動

装
備
品
の
点
検

経
験
と
訓
練
。
す
べ
て
を

結
集
し
現
場
に
向
か
う

活
動

救
助

転
落
し
て
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

山
道
で
迷
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
連
絡
を
受

け
る
と
、
山
岳
救
助
隊
は
一
刻
も
早
く
現
場

に
向
か
う
準
備
を
整
え
ま
す
。
要
救
護
者
本

人
が
自
分
の
い
る
場
所
が
わ
か
ら
な
い
場
合

で
も
、
近
く
に
見
え
る
景
色
な
ど
の
情
報
や
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
要
救
護
者
の
位
置

を
推
測
し
、
警
察
・
消
防
と
連
携
し
て
救
助

に
当
た
り
ま
す
。

●
救
助
要
請
す
る
に
は
…

1
1
0
番
ま
た
は
1
1
9
番
に
電
話

●
連
携
体
制

警
察
、
消
防
、
ど
ち
ら
に
電
話
を
し
て
も

山
岳
救
助
隊
に
情
報
が
届
き
ま
す
。
救
助
要

請
を
受
け
た
隊
員
た
ち
は
、
速
や
か
に
出
動
。

消
防
本
部
で
は
、
け
が
や
病
気
に
備
え
て
、

顧
問
医
師
に
連
絡
を
し
、
万
一
の
場
合
に
備

え
ま
す
。
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